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分科会６ 【６年】

１ 研究の視点
○ 数量感覚を豊かにし，問題解決力を培うための算数的活動の工夫
○ 指導を生かすための評価の工夫
○ 多様な考え方を生かした文章題の解き方の工夫

２ 実践例

単元名 「分数のわり算」

（１）数量感覚を豊かにし，問題解決力を培うための算数的活動の工夫
【分数のわり算の指導を通して】
① 本単元で培う基礎・基本とつまずき

○ 分数の乗法及び除法の意味について理解し，それらの計算の仕方を考え，適切に用い
ることができるようにする。 （学習指導要領より抜粋）

学習指導要領の改訂によって，分数計算のほとんどは第６学年に移行された。前学年ま
でに学習されているのは，分数の意味（分割分数，商の分数）と同分母分数の加減だけで
ある。小数については，前学年までに加減乗除を学習している。したがって，分数の乗除

， ， 。の指導にあたっては 整数の乗除 小数の乗除を基本として発展させることが大切である
児童は，分数のわり算では分母と分子をひっくり返してかければよいと機械的に覚えよ

うとする傾向がある。すでにその方法だけを知っている児童は，多様な計算方法を覚えよ
うとする意識に乏しい傾向がある。また，計算問題はできるが文章問題になると，意味理
解ができない児童も多い。
そこで，意味を理解し計算の仕方を考えたり問題解決力を培ったり分数の数量感覚を豊

かにするための算数的な活動を工夫し，単元に組み込んだ。また，小学校で学習する『数
と計算』領域の最後のまとめとして，いろいろな数を使っていろいろな計算ができるため
の算数的な活動も取り入れた。

② 数量感覚を豊かにし，問題解決力を培うための算数的活動の工夫について

本単元で取り入れる特徴的な算数的活動は，ねらいに応じて３つの活動を取り入れた。
その中で，まず『分数の式の意味を理解する』ことが最も大切と考え 【算数的活動１】の，
多様な考え方によって意味理解ができる場の保障が必要である。その後，式の意味理解が
できたら，基礎・基本的なドリル学習も必然的に意味理解をしながら計算をすることによ
って，確かな計算力が定着した。
また，少人数授業の学習形態を工夫することによって，個人差に応じたきめ細やかな指

導や学び方の個性を生かした支援ができた。
次に 『文章問題の解き方を理解』するために【算数的活動２】を取り入れ，文章問題を，
する際に，ゲーム性のある楽しい学び方で取り組むことによって，数量感覚を豊かにし，
考える楽しさや処理のよさに気づきながら学ぶことができた。

算数的活動 内容 ねらい

【算数的活動１】

（計算の意味理解）

面積図，数直線，線分図，関係図

などを使って説明する

除法の計算の仕方を考え，式の意

味を理解する

【算数的活動２】

（問題交流）

自分のレベルに合った問題を友達

と解き合い，教え合う

分数の文章問題の解き方を理解す

る

【算数的活動３】

（問題集）

問題集に取り組みながら，まとめ

をする

分数の文章問題を理解する
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最後に，単元のまとめをする際に 『いろいろな数を使っていろいろな計算や文章問題がで，
きる』ために【算数的活動３】を取り入れた。ここでは，自分の習熟度に応じた問題に挑戦
しながらもう一度文章問題の解き方のまとめをした。使用した問題集は 【算数的活動２】で，
作成した自分たちの問題で構成されているので，その問題自体に愛着をもち，なお生活に生
かせる問題を選ぶことができた。

③ 基礎学力と学び方の分析
この単元で身につける基礎学力と学び方を分析した。

基礎学力や学び方は，児童の主体的な学習によって身につくものと考える。そのため，学
びの楽しさのある算数的活動を積極的に導入し，意欲・関心が湧き，持続できるような工夫
が必要である。
④ 少人数授業の学習形態の工夫

《少人数授業学習形態モデルについて》

そこで，授業をする際に，少人数授業の学習形態を工夫し取り組んだ。少人数授業を単
元内容によって学習形態を工夫して取り組むことによって，より効果的に算数的活動を展

。 ，『 』 ，「 」 「 」開できた とくに 道場やぶり では 発展どんどんコース と 基本じっくりコース
に分かれ，学び方に応じた指導・支援ができ，文章問題に対する問題解決力を育成するこ
とができた。

基礎学力

【数学的な考え方】
分数のわり算の立式や計算の仕方を考え出し
たり，説明したりできる

【表現・処理】
分数のわり算の計算が正確にできる

【知識・理解】
分数のわり算の意味がわかり，計算の仕方わ
かる

学び方

○ 関係図，数直線，線分図な
どを使って自分の考え方を
説明できるコミュニケーシ
ョン能力
（１対１で，全体で）

○ 自分と違う考え方を尊重し
て，進んで友達と関わるこ
とができる

学習形態 内容（分数のわり算の場合） ねらい

学び合い重視型授業

【コース別】

・計算の仕方

・文章題の意味理解

多様な考え方で課題追求した

後，発表による表現力の育成

習熟度別授業　　　　　　　

【コース別】

・計算問題 学習理解による個人差に応じ

ることによる基礎学力の定着

学び方重視型授業　　　　

【コース別】

・『道場やぶり』

・問題集

学習課題に対して個性的な学

び方で追求することによる創

造性の育成

個別指導重視型授業

【T．T】

・計算の仕方

・計算問題

理解が十分でない児童にきめ

細やかな指導をすることによ

る基礎学力の定着
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⑤ 学習指導計画と本単元で取り入れる算数的活動

主な学習活動 数授業学習形態 追求する子どもの姿
時 【評価】 「課題コース」

【算数的活動１】
〔Ｔ．Ｔ〕

１

・関係図を使って 〔少〕
２ ・面積図を使って 学び合い重視型

・数直線を使って 「図を使って」
・わり算のきまり 「式を使って」
を使って
【 】プロセス評価

〔少〕
３ 学び合い重視型

「図を使って」
「式を使って」

・面積図を使って
・数直線を使って
・わり算のきまり
を使って
【 】プロセス評価

４ 〔少〕
習熟度別
「 」計算チャレンジ

「計算博士」

・計算テスト
【形成的評価】
・ステップ学習で
※帯分数も扱う

５
〔Ｔ．Ｔ〕

・ことばの式で
・簡単な数に置き
換えて
【 】プロセス評価

６ 〔Ｔ．Ｔ〕

・関係図を使って

【 】プロセス評価

（ ） （ ）分数 ÷ 整数

の計算の仕方を

考えよう

（ ） （ ）分数 ÷ 分数

の計算の仕方を

考えよう

計算問題をしよう

どんな式にすると

よいか考えよう

線分図

数
直
線

分数を使った速さ

や割合の問題をし

よう
関係図

説明の仕方
①図の説明
（問題把握）

②式の説明
（根拠を示して）

「計算チャレンジ」
いろいろな難しい問題
も考えることができた
よ。 分数の計算に自信
がついた。

関係図に表すこ
とができれば，か
け算かわり算にな
るのか見通しがも
てるな。

ステップ学習

「計算博士」
計算の仕方がまだよ

，くわからなかったので
復習できてよかった。
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７ 〔少〕
習熟度別
「 」発展どんどん
「 」基本じっくり

・例文の数値を変
える

・図をかく
・自分で解く
【形成的評価】 〔少〕

８ 習熟度別
「 」発展どんどん
「 」基本じっくり

・お互いに解く
・答えを確かめ説
明

・相互評価 【算数的活動２】

【 】プロセス評価

９ 〔Ｔ．Ｔ〕

・□が１より大き
いと小さいで商
の大小関係を考
える 【算数的活動３】

〔少〕１

習熟度別０

「 」発展どんどん
「 」基本じっくり

・文章題を解く

【 】形成的評価

１ 〔少〕
１ 習熟度別

「 」発展どんどん
「 」基本じっくり

・ミニテスト
【形成評価】

・問題集を使って
【 】プロセス評価

分数の計算使って

解く問題を作ろう

友達が作った問題

をお互いに解こう

わられる数と商の

大小関係を考えよ

う

児童感想
・図がのっているので，わかりやすかった。
・友達の問題なので，なんとかしてでも解
きたかった。

・できなかったので，もう一度やりたい。

学習カード例

「道場やぶり」
ルール
①出題者が表の
説明

②お互いに問題
を解く

③答え合わせを
して解説をす
る

いろいろな分数の

問題に挑戦しよう

分数のまとめをし

よう



（２）指導に生かすための評価の工夫

【分数のわり算の指導を通して】

① 学習活動におけるプロセス評価

○ ポストテスト

前時に学習したことがどれくらい

身に付いているかを確認するために，

ほぼ毎時間行うようにしている。児

童がどこでつまづいているかをより

早く知ることができる。

○ 算数学習のあゆみ

教師が評価する内容をその都度変

えることができるので，本当に知り

たい観点について評価することがで

きる。

② 算数科学習に関する意識調査

児童の算数学習に関する意識がどう

なのかを知るために調査を行った 「は。

い」と答えた児童が多い項目と少ない項

目は以下の通りである。

〈多い項目〉

注目する点は 「道場破り」が問題，

90作りに役に立つと答えている児童が

％と非常に多い。問題を作るのは苦手

でも，友だちと問題を解き合うのは楽

しいと感じている児童が多いのではな

いかと思う。また 「ステップ学習」，

で問題をたくさん解くことによって，

計算力がアップしたと考えている児童

が多い。

〈少ない項目〉

自分から進んで学習していると感じ

ている児童は ％と少ない。まだ教師45
側からやらされていると感じている児

童が多い。また，自分から進んで発表

し，自分の考え方を友だちに説明した

り，疑問点を自分から質問したりする

ことが苦手な児童が多い。友だちとの

コミュニケーションを必要とすること

を意識的に練習していく必要がある。

0 20 40 60 80 100

自分の力だけで解いている

「道場破り」は役に立つ

既習事項を使って解いている

「ステップ学習」で力がついた

誤答の理由をいつも考える

0 20 40 60 80 100

自分から進んで学習している

もっとむずかしい問題をしたい

友だちに自分の考えを説明できる

疑問点を自分から質問している

自分の考えを進んで発表している



（３）多様な考え方を生かした文章題の解き方の工夫

指導の実際〈基本じっくりコース〉

， ， 。○ 目標 分数の乗法 除法について 真分数や仮分数などの問題を解くことができるようにする

（○：個に応じる支援，◎：個を生かす支援，◆：評価）○ 学習指導過程

学 習 活 動 と 児 童 の 反 応 教 師 の 発 問 ・ 支 援

教科書に出てくるような問題を解こう。

○ 児童の作った問題のうち特徴のある物を拡１ 自分が作った問題をアピ－ルする。

Ｓ ぼくの問題は，鉄の管の長さと重さの関係 大し，アピールの手助けをする。

の問題です。ぜひ解いてみてください。

◎ 前時に作った問題を児童に持たせ，互いに２

問題を解き合わせる。同じ形式の問題をたくさん解こう。

Ｔ 前の時間に自分が作った問題を，友だちに

（基本） 解いてもらいましょう。

１ｍがあ の鉄の管があります。 Ｔ ５問ぐらいは解きましょう。ｋｇ

この鉄の管いｍの重さはう です ○ うが□になっているかけ算の問題を解かせｋｇ 。

る。

《相手を見つけて，問題を解き合う 》。

〈Ａくんの問題〉

あを５，いを として，うを求める。

◇ 問題を読み，かけ算かわり算かを判断する。 ○ 既習の方法を使って，かけ算の問題かわり

算の問題かを判断させる。

Ｓ わたしはかけ算だと思う。それは，言葉の式 Ｔ この問題は，かけ算かな，わり算かな。

から考えてそう思った。 また，どうしてそう考えたのかな。

○ かけ算の問題であることが判断できない児

１ｍの重さ × 長さ ＝ 全体の重さ 童には，既習の関係図や線分図などを示す

１ ５ ５ ○ 言葉の式を掲示し，数を当てはめて計算さ

５× ＝ せる。ｋｇ

４ ４ ４ Ｔ 最初の相手とが終わったら，次の相手に移

ってください。

。◆ 意欲的に問題に取り組んでいるか評価する

（ ）３ わり算の問題に挑戦する。 プリント・机間指導による

（基本） Ｔ はい，では自分の席にもどってください。

１ｍが□ の鉄の管があります。 Ｔ 何問挑戦できましたか。２問，３問 ・・ｋｇ ，

この鉄の管いｍの重さはう です たくさん解いた人もいますね。ｋｇ 。

Ｔ では，みんなは基本問題だから，この基本

◇ いを ，うを にした問題を解く パターンの鉄の管の問題に，先生が数字を入。

れるから解いてください。

い を ，うを にします。

Ｔ じゃあ，考え方はこの中でどれがいい？

○ 板書してある方法（図）を指し示す。

Ｔ すぐ式が出るのは，どれだったかな。

Ｓ 関係図です。 線分図かな？関係図かな？

１

４

２

５

３

４

２

５
３

４



Ｓ 私も賛成です。 Ｔ では，関係図を使って解いてみましょう。

《各自で関係図をかいて問題を解く 》 ○ わり算の問題であることが判断できない児。

童には，既習の関係図や線分図などを示す。

○ 関係図が分かりやすくかけている児童に板

書させる。

〈Ｋさんの考え〉 Ｔ じゃあ今から友だちが考えた２種類の関係

倍 図を出しますから見てください。

まずＫさんからどうぞ。

１ｍの重さ→ ｍの重さ

ｋｇ （ ｋｇ）□

１ｍの重さが分からないのだから ｍの，

重 さ の ， で割ります。ｋ ｇ を

〈Ｍさんの考え〉

倍

ｍの重さ→１ｍの重さ

（ ｋｇ） ｋｇ□

ｋｇです。その 倍ｍの重さは，

が１ｍ

ｋ ｇ に をかけの重さになるので，

出ます。ると

Ｔ ２人の関係図は違いますね。Ｋさんは割り

算だけど，Ｍさんはかけ算ですね。

でも，これ結局答えはどうなるの？

Ｓ ÷ ＝ × です。 Ｋさんの式を，式変形してみようか。

Ｔ あれ？Ｋさんの式を変形すると，Ｍさんの

式になったね。

Ｓ Ｔ 答えは？ｋｇです。

Ｔ 結局，関係図かくことができたら，かけ算

でも，割り算でも答えを求めることができま

すね。

だから，関係図ってすごく大切ですね。

○ 演算決定の理解が不十分な児童には，再度４ 友だちの問題を解いての感想を発表する。

。Ｓ たくさんの問題が解けたよ。よかった。 考え方を確認し繰り返し練習するように促す

Ｓ １つの問題でも，考え方を変えると，かけ

算でもわり算でも解けることが分かった。

２

５

２

５

２

５
２

５

３

４

３

４

２

５

２

５

２

５

２

５

３

４

３

４

３

４

３

４

２

５

３

４

５

２

５

２

１５

８



指導の実際〈発展どんどんコース〉

， 。○ 目標 帯分数や小数なども含めたいろいろな問題を 友達と解き合うことができるようにする

（○：個に応じる支援，◎：個を生かす支援，◆：評価）○ 学習指導過程

学 習 活 動 と 児 童 の 反 応 教 師 の 発 問 ・ 支 援

帯分数入りや長い文章の問題を解こう。

○ 児童の作った問題のうち特徴のある物を拡１ 自分が作った問題をアピ－ルする。

Ｓ ぼくの問題は，時間と速さの問題なので， 大し，アピールの手助けをする。

難しいと思います。自信のある人はぜひ挑戦

してみてください。

Ｓ Ｗくんの問題は難しそうだな。でも，絶対

解いてやるぞ。

◎ 前時に作った問題を児童に持たせ，互いに

問題を解き合わせる。いろいろな形式の問題をたくさん解こう。

◎ 同じパターンの問題ばかりを解いている児

童には，他のパターンの問題も解くように助

言する。２ 友だちとペアになって，お互いの問題を解き

。合う。 Ｔ たくさんの相手と問題を解き合いましょう

Ｓ たのもう！（お互いに）

Ｓ どれからやろうかな。

Ｓ これでどうかな。

Ｓ これは合ってるけど，これは合ってない。

Ｓ どうやって解くの？

Ｓ この図を使って解くとできるよ。

Ｓ 割合は入っているの？

Ｓ 入ってない。何分かを時間にするんだよ。

Ｓ この問題の意味が分からん。長過ぎや。

。 。Ｔ いろんな人とやってね 少し動いて下さい

○ 多くの問題を解いた跡が残るように，解答

用紙を綴じさせる。

【 Ｗくんの問題 】 ○ 問題把握につまずいている児童には，既習

で使用したいろいろな図のヒントカードを提

２時間 分で ㎞進むハイブリッドカー 示する。20 210
があります。この車は，３時間に何㎞進むで

しょう。

〔Ａくんの解き方〕 Ｔ じゃあ，いったんストップ。

２時間 分＝ ＝ Ｔ せっかく前に問題が出ているので，これを20
。解いてくれた人に前に出て書いてもらいます

２１０ ÷ ＝ ９０

９０ × ３ ＝ ２７０ 答え ２７０㎞

１４０

６０
７

３
７

３



Ｔ この問題が応用コースに出てきたのは，ど

こがポイントなのかな？

Ｓ ２時間 分を 時間にするとこ Ｔ Ｗくんの問題は，２時間 分を分数を使っ20 20
ろ。 て時間に直して解くんだね。いい問題だね。

Ｔ 次の計算ができたのは，速さ，時速，道の

りの関係のどれを使ったのかな？

Ｔ だから，この問題を解くには，この関係式

Ｓ 進んだ道のり ÷ 時間 ＝ 時速 が分からないといけないね。

Ｔ ちゃんと約分もできたかな。

。◆ 意欲的に問題に取り組んでいるか評価する

（ ）プリント・机間指導による

Ｔ じゃあここで，解いた計算が合っているか

確かめるには，どうやったらいいかな？

Ｔ この計算だったら，どんな確かめ算になる

かな？３ 答えを確かめる。

Ｔ もっと具体的に言って。

， 。 ， ，Ｓ かけ算はわり算に わり算はかけ算にする ○ 答えの確かめには 言葉の式に当てはめて

逆演算で調べるとよいことを思い出させる。

Ｓ ９０ × ＝ ２１０

Ｔ では最後に，友だちの問題を今日解いてみ

てどうだったか，感想を書いて下さい。

Ｔ 友だちの良い問題を見つけたら，それをか４ 友だちの問題を解いて，分かったことをまと

いてくれてもいいですよ。める。

◇ 友だちの問題の良かったところや工夫したら ◆ 課題を達成した児童から，その取り組みを

良いところを発表する。 評価する （プリント・机間指導による）。

○ 友達の問題を上手に評価している児童を取

Ｓ Ｍくんの問題は，文章が長かった。 り上げ，全体に紹介する。

Ｓ かけ算の問題とわり算の問題のパターンが Ｔ ややこしい問題が多かったですね。

分かったので，発展問題に挑戦して良かった Ｔ このような問題を解くためには，関係図な

どを使って問題を理解することが大切だね。

７

３

７

３



３ 成果と課題
成果(1)

① 算数的活動について

○ 基本型と発展型の２種類の問題を児童が作ることにより，分数と整数や小数との関係

を児童が実感することができ，数量感覚が豊かになった。

○ 自分のレベルに合った問題を友だちと解き合うことで， 児童が苦手とする分数におけ

る文章問題の解き方をパターン化したり，自分の理解度を把握したりできた。

○ 友だちの作った問題を親しみを持って解くことにより，意欲をもって問題を解いたり

それまでの学習を問題集を作ることによって振り返ったりすることができた。

② 評価の工夫について

プロセス評価○

「算数 学習のあゆみ」では，自己評価を行う際に，評価の観点は教師が評価の度に

設定できるので，評価したいことを明確に知ることができた。また，今回は「基本じっ

くりコース」と「発展どんどんコース」の両方で評価することができた。

算数科学習に関する意識調査○

学年当初の４月，前期の終わりの７月，学年の終わりの３月の３回に渡って調査を行

った。最初は，質問に対して「はい」と答える項目が少なかった児童も，学年の終わり

になると 「道場破り」や「ステップ学習」などで力がついたと実感しているようであ，

った。

③ 多様な考え方を生かした文章題の解き方の工夫について

○ 分数のわり算を児童が学習する際，面積図や数直線，線分図，関係図などを使って問

題場面の把握をさせた。特に，関係図をかく指導に重点を置いた結果，児童はかけ算か

わり算かを判断できるようになった。また，自分の考えを友だちに説明する際にも，分

かりやすく説明するために，これらの図を使うことは有効であった。

(2) 課題

● 単元構成を考える際に，ポイントとなる時点での形成的評価はある程度できたが，次時

に生かせる毎時間の評価が十分に行えなかった。特に，遅れて進む児童の数学的な考え方

をどのように評価していくか工夫する必要がある。

● 児童の個性的な考えを生かした授業を展開するためには，教科書だけに頼った単元構成

では無理が多い。個を生かせる単元構成の工夫を今後とも続けたい。

● 問題作りにおいて，生活に密着した問題になっていなかったり，必要以上に数がややこ

しい問題になっていたりした。良い問題とはどういうものかを，問題作りをするなかで児

童に学ばせていきたい。

● 「道場破り」のネーミングで友だちと問題を解き合うようにしていたため，相手を負か

すことに児童は力を入れてしまい，相手に分かりやすく教えることが十分でなかった。

● 文章題の意味指導は，低学年から系統立てた指導を必要とする。文章題指導の系統性を

教師間の連携を図りながら，計画を立てて指導していくことが大切である。

◆ 香川県教育センターの情報教育課Ｗｅｂページの「学習用コンテンツリンク集」を今後

もっと活用し，視聴覚的な学習を進める上で効果的な方法を検討していきたい。

◆ 香川県算数教育研究会が作成した，学習素材作成支援ソフトウェアの「こうぐ」も学習

プリントや支援カードなどの作成の際，もっと活用していきたい。



香小研算数部会研究発表会 第６学年討議会 討議記録                                

  
「分数のわり算」         

１ 提案の主張点 
 
 分数のわり算の授業で「わからない」という声があ

がったり，学びの必要感が感じとられない様子が見ら

れる。また，図を使って指導をするが，問題にあたる

と何算かわからなくなる児童も多い。関係図がかけな

いという子どものつまずきから，分数の乗法及び除法

の意味を理解することを目標で授業を行った。また，

５社の教科書（啓林館・大阪書籍・東京書籍・教育出

版・学校図書）をどのような図を使って指導している

のかという点で比較検討をした。 
 基礎学力と学び方だが，自分の考え方を説明できる

ようにする「自分での学び」と進んで友と関わる「他

からの学び」の両方を大切にし，楽しさのある算数的

活動による意欲・関心がベースにあればよりよい学び

方を追求できるし，基礎学力も身につくだろう。 
 少人数授業学習形態モデルについて，常に子どもた

ちの個性と個人差について考え，多様な学習形態（学

び合い重視型授業・習熟度別授業・学び方重視型授業・

個別指導重視型授業）をとった。最初は，基礎コース

よりも発展コースの方が多かったが，この単元を通し

て基礎コースに行く子どもが増えた。 
 指導に生かすための評価の工夫だが，教師側の反省

材料・児童の評価材料となる「ポストテスト」や今日，

何の力が身についたのかはっきりわかるような自己評

価となっている「あゆみ」，１年間の取り組みの成果が

でていて，苦手意識の把握や教師の反省材料にする「算

数科学習に関する意識調査」を行った。 
  
２ 提案に対する意見 
 
○ 評価の点で，教師の意図と児童の自己評価との間 
で何らかの関係はあるのか。 
● あります。評価基準を子どもにわかりやすいよう 
 に砕き，授業の最後に渡して自己評価させている。 
○ 評価基準を教師と子どもが共有していけるといい 
なと考えている。 
○ 形成的評価が単元１１時間の中で４時間位置付け

られている。つけさせたい力がついていない児童に 
ついてどのような補充を行っているのか。 
● ミニテストを行っている。休み時間に補充したり 
授業が始まる前に支援的な声かけをして意欲付けを

行っている。放課後の補充は難しい。 
○ 教科書によりアプローチが違う。どの教科書がど 
のようにいいのだろうか。 
● お互いにいい所のエッセンスをとって授業を組み 
立てた。啓林館より学校図書の方が使いやすかった。 
○ 啓林館でも面積図があとで出てくる。様々な図を

理解した上で，自分でどれが使いやすいかを選択す

る方法もあるが，その点はどのように指導したのか。 
● 段階で，今日はこの図，今日はこの図という風に

様々な図に触れさせ，この時にはこの図が有効だと

いうのを感じとらせた。学習を進めていくうちに子

どもたちは関係図を多く使うようになってきた。 
○ 子どもたちの意識の中で，図と式とがうまく結び 
つかない。どのように指導したのか。 
● 何度も図と式を結びつけて考えさせた。そのせい

か何にもないところに図がかけるようになった。 
 
３ 御指導 
 
） 
 文章題は国語の読解力だけではなく誤った方法でも

解けるため，子どもが苦手としている。誤った方法と

は，「習った演算をそのまま使う」「キーワードを探す」

「答えを出し見当をつけて式を考える」である。 
逆に正しい方法とは，「図を書いて考える」「値を簡

単にして考えやすくする」「言葉の式にして数をあては

めていく」である。前時までに，どのような方法を習

ったかをいくつか出させ，その中で自分が使いやすい

ものを活用して考えさせていくことが大切である。 
 
 
 分数では，量分数は面積図が有効で，割合分数では

面積図は有効でないというように，分数を種類で分け

て考えさせると子どもたちの混乱を防げる。 
 少人数授業での指導と評価の一体化について，わか

りにくい所の補充を単元計画の中に位置付けておかな

いと，評価しているだけでフィードバックできない。  
 関係図の指導では簡単な数値を用いてまずは関係図

をおさえること，数量関係の領域は残り３つの領域を

支えているので低学年から意識して指導することが大

切である。教師の意図が子どもに伝わるような評価の

工夫をしてほしい。 



 


